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人起点の時代





焼津市の事例
「複業人材×地元企業マッチング合宿」

（2021年度～）

複業人材×地方中小企業→課題解決と関係人口増で活性化



伊豆高原「エクレアホール」（Co-working／Satellite Officeの企画・運営）

関係人口×地元プレイヤーの交流「部室」→さらなる活性化の基盤



モビリティーサービスによる人材交流促進

関係人口×モビリティサービス＝周遊・交流効果の最大化

交流型デマンド交通実験（東伊豆町）国交省：地域交通「リ・デザイン」研究会メンバー



NEXStokyoメンター
（東京都運営拠点）

静岡県湖西市

政策顧問

（2022年度）

●行政アドバイザー

◆山梨県庁顧問（2022年度）

◆静岡県焼津市（2022年度）

◆静岡県東伊豆町（2022年度～）

◆静岡県湖西市（2022年度～）

行政・企業アドバイザーとしての活動

●企業等アドバイザー（現職のみ）

・（株）ヴァル研究所（都内）

・（株）TicketQR（長野県）

・（株）東平商会（静岡県）

・三島信用金庫（静岡県）

・Nexstokyo行政連携メンター



うさぎ企画の価値観「一見さん１万人よりも面白い３０人が町を元気に？！」

地方都市

多くの課題

移住・２拠点予備軍

複業人材

個人経営者

東京圏

コロナ禍

働き方の柔軟化

東京での生活では
得られないやりがい

人口減少による活力減

スキルを活かした課題解決

交流の場

人財マッチング

モビリティ
（周遊・交流促進）

？



プレイヤー視点の「生活圏」（行政境を越えたエリアユニット）

●「生活圏」の成立要件は、

●人起点の社会づくりを考える上では必須

人口減少下での行政単位毎の生活インフラの見直し要請の中で、
歴史や風土も含めた、自然なつながりを持ったエリアユニットの成立可能性大

・プレイヤー視点：移住したとしても、面白いところ、自分を活かせる近隣の街にはどこでもいく

・生活者視点：良い病院や商業施設があれば、行政境をまたいで移動する

①行政境を越えたリーダーシップを持つ意思決定主体

②いつでもどこでも「仕事・交流・移動できる」環境（後述）
＋

③プレイヤー視点に立った「移住等」の再定義と、
定住以外の貢献人財に向けた行政制度のリデザイン



「生活圏」を取り巻くプレイヤーと行政とのギャップ

行政側（≒企業側）

●定住人口ファーストの価値観と制度設計

●有能な人材はよその市町に取られる前に囲い込め

●役所に縛り付けられているので、人材の流動性を理解できない

●形だけの広域連携＋バランス主義が生む「リーダー不在」のPJ

プレイヤー側

●行政境・住所なんてどうでもいい

●自分の能力発揮とやりがいを感じられることが全て

●人と人とのつながりの中で生まれる共創やスケールが醍醐味

●すべての起点・意思決定は「自分・人」中心

大きなGAP
県庁も意外と仲裁できない
（平等性と地政学の問題）



2021年度～ ：焼津市での複業人材×地元企業とのマッチング合宿

複業人材の主なスキル

◆マーケティング

◆広報宣伝

◆新規事業立案・推進

◆人事労務

◆販路拡大

◆DX

◆プロジェクトマネジメント

焼津市内企業の主な経営課題

◆EC含めた販路拡大

◆新規展開戦略立案
（コロナ禍による事業環境の激変）

◆管理職含めた社員教育

◆人事労務面の体制整備
  （激変する事業環境への対応）

◆デジタル化対応
  （サービス高度化＋合理化）

◆社長の壁打ち相手
（経営者自らの危機感）

第1回
複業人材マッチング合宿

2022.3.24～26＠焼津かんぽの宿

焼津企業経営者向け

キックオフセミナー
2022.1.21＠焼津市役所

首都圏等複業人材向け

オンラインセミナー
2021.12.20

109名

90名

25名

静岡県複業人材向け

複業セミナー
2022.3.18＠=ODEN

90名

過去3回で22社中20社でマッチング成立（9割）

「生活圏」に向けて（「人づくり」事例：どこでも仕事できる環境づくり）



【初日】イントロダクション 【初日】企業側の自己紹介 【初日】複業人材側の自己紹介

【初日】企業×複業人材の懇親会 【２日目】企業側の課題プレゼン 【３日目】クロージング

第1回焼津ビジネスマッチング合宿（2022年3月24日～26日）

「生活圏」に向けて（「人づくり」事例：どこでも仕事できる環境づくり）



「生活圏」に向けて（「人づくり」事例：どこでも仕事できる環境づくり）

三島信金顧問として進める
「地域の人事部」in三島市



「生活圏」に向けて（「人づくり」事例：経産省事業「地域の人事部」 in 三島市）

地域にプレイヤーが増えても、受け入れる地域企業側もアップデートしていかないと宝の持ち腐れ



交流拠点「焼津PORTERS」の事業計画・PR・リーシングを含むPM業務

「生活圏」に向けて（「場づくり」事例：焼津PORTERS（旧漁具倉庫））



グリスロ走行エリアと停留所（23カ所）

4人乗り1台

●2023年1月16日～2月28日（平日12時～17時50分・31営業日・1日乗り放題500円）

モビリティチケット購入者173（5.6人／日）、乗車回数520（3回／人）、停留所来訪数601（3.5カ所）

交流拠点の中核人材として期待する経営者やスタートアップ層が利用者の42%を占め、停留所となった
直売所では10万円超の経済効果も観測されるなど、グリスロ×交流による市内活性化の萌芽が見られた

「生活圏」に向けて（「足づくり」事例 2022年度 焼津市交流型モビリティ実験）



【車両デザイン】 【交流イベント】

「生活圏」に向けて（「足づくり」事例：東伊豆町での交流型モビリティ実験）



東伊豆町
稲取幼稚園跡地

伊東市
エクレアホール

東伊豆町
Eastdock

長泉町
下土狩駅前コワーキングスペース

移住者 地元企業

都内企業 学生ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ

地元行政

課題解決に向けたワークショップや事業実験の開催連携

連携

連携

人材交流による事業創発

伊豆半島の広域課題

広域連携での企業誘致

外部人材による課題解決

めざす成果

「生活圏」に向けて（経産省事業「伊豆半島での広域課題解決に向けた交流拠点連携事業」）
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